











































































































 服忌は四十九日までが一般的だが、幼児が亡くなった場合は 35 日間とすることもあ
った。 
 男性が亡くなったら 51 日間、女性が亡くなったら 50 日間でショウジンアケ（精進
明け）を迎える。 
 ショウジンアケを迎えるまでは魚・肉を一切食べてはならないという伝承がある。 










 盆の 13 日はショウライサマと呼ばれる。先祖代々の位牌を床の間にしつらえた祭壇
に安置し、蓮か桐の葉にダダメ（野菜類を細片にきざんだもの）を供えて饗応する。 
 コンゴマイリ 1)（8 月 1 日）では、新仏の初盆に米一升を余分に寺へ届ける。 




















B さん（合鹿、男性、60 歳代） 
 葬儀は寺ごとに作法が異なっている。その例のひとつに焼香のタイミングがある。 
 家族葬が近年増加気味である。しかし多目的交流センターのホールは大きく、家族葬


















れた。葬儀などの段取りは男衆がしていた。大体 1 軒から 2 人が手伝いに出ていた。 








D さん（上町、女性、80 歳代） 
50 年くらい前は、遺体は丸い桶に入れて山で燃やしていた。 


































建設するよう配慮された結果として同地区が選定された。平成 8（1996）年 12 月に斎
場と（第 1）多目的交流センター（以下、第 1 ホール）が竣工・供用開始となった。平
成 17（2005）年 3 月、旧能都町、旧内浦町、旧柳田村の 2 町 1 村が合併して能登町が
誕生したことに伴い、斎場と多目的交流センターは能登町の公共施設となった。平成 18
（2006）年には第 2 多目的交流センター（以下、第 2 ホール）が供用開始となった。
当初はホールと斎場の両方を利用する人と斎場のみ利用する人の 2 パターンがあった。
しかし町域が広く、なおかつセレモニーホールが少ないため、相対的にホールの需要が
高まり、第 1 ホールだけでは対応が難しくなったことで第 2 ホールの増設に踏み切っ
た。 
















写真 1 第 1 ホール 写真 2 調理室 
写真 3 炉前ホール 写真 4 告別室 
  














B さん（合鹿、男性、60 歳代） 































                                                  
3) 葬儀の流れについての記述は、主に『石川県の葬儀と法要』（2010：42-45, 52, 59-60, 64-65, 





























人のうち 9 割以上が初七日法要も同時に行っているようである。 
 
C さん（寺分、男性、60 歳代） 
 能登三郷斎場は 2 つのホールがあるので、2 件の葬儀を同日に行うことができる。 









E さん（天坂、男性、60 歳代）、F さん（天坂、男性、70 歳代）、G さん（天坂、男性、
70 歳代）、H さん（天坂、男性、70 歳代） 
遺体は家に置いておき、入棺後に通夜と葬儀をする。 
 神社ごとの地域単位で集まって準備し、誰が香典を持っていくかなどを決めておく。 
 地域によっては大当番・小当番という班内での交代制の当番が準備を手伝う。 
 
4. 考察 
 ここまで文献と聞き取り調査をもとに、旧柳田村全体と上町地区それぞれの葬儀の変
遷について記してきた。町内・近所で助け合う葬儀から専門業者へ依頼する葬儀への変
化、ノオクリや服忌中の食のタブーの簡略化がみられた。以前は故人に近かった人か村
内の下層階層者が担っていた湯灌や入棺は納棺師が担うようになった。能登三郷斎場で
はホールと火葬場が廊下でつながっているため、ノオクリの必要がない。焼香の順番や
ショウジンアケの日数の男女差はなくなった。その一方で、枕返しや言い伝え、法要に
ついては特に大きな変化がみられなかった。トモビキ（友引）の日に葬儀を行うことは
現在も避けられているし、初七日、四十九日には近親者のみで法要を行うのが一般的で
ある。 
 また、葬儀を介した近所の人々との助け合いについても、以前ほどの負担はないもの
の、現在でも葬儀の準備などを手伝うという点で大きな変化はなかった。こうしたつな
がりは徐々に薄れてきてはいるものの、完全に消滅してしまうことは今後もなさそうだ。 
 筆者は、葬儀が変化していく過程において人々の生活の中で何かが変わったのではな
いか、葬儀が現代化・一般化していく中で地域社会独自のものが失われたのではないか
と考えていた。しかし、葬儀の際に近所で助け合うことが完全になくなったとか、信仰
心が弱くなったとか、そういったマイナスな変化は聞かなかった。葬儀と法要を同時に
行うことや弔い上げを早めることには合理性を追求するという一種の現代らしさを感
じたが、少なくとも現時点に関して言えば、葬儀が合理的なものになっても地域社会的
な構造（近所の人々とのつながり）にそれほど大きな悪影響を与えてはいない。むしろ
葬儀の手伝いの中心を担わなければならない 40～60 歳代の労働者の人々、そして高齢
者たちにとっては負担が減っているという点で好影響を与えているとさえ言えるだろ
う。 
 
5. おわりに 
 本調査前半では日常生活や生業をはじめとするさまざまなテーマについて聞き取り
調査を行いました。普段暮らしている環境と違うこともあり、豊かな自然を利用した生
活や近所の人々との助け合いなど、どのテーマも大変興味深くお話を伺うことができま
した。そして人だけでなく自然も魅力的でした。特に宿舎の外で見た星空が今までで一
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番鮮明で美しくて、数か月経った今も忘れられません。 
 本章を執筆するにあたって、能登三郷斎場の職員の皆様をはじめ、多くの方々にお忙
しい中でお話を伺わせていただきました。繊細な通過儀礼である葬儀についてお聞きし
たことで多少失礼な質問もしてしまったかと思いますが、皆様が温かく丁寧に答えてく
ださったことに深く感謝しています。本当にありがとうございました。 
 
  
